
14:00～17:00　レンガの館（西区八軒1-1）　ゲスト：田中峰彦、田中りこ、児嶋佐織、嵯峨治彦

料金：一般\3,000 高校以下\1,500 親子ペア\4,000  予約・問合：011-640-3330（三角山放送局）

8/25(日)　おおたか静流ワークショップ「声のお絵かき 三角山教室」 ＆ ミニライブ

田中峰彦　(シタール）

おおたか静流　(うた）

田中りこ　（タブラ）

小澤敏也　 (パーカッション)

 佐伯雅啓 & 居森やよ美 児嶋佐織　（テルミン※） 嵯峨治彦　（馬頭琴、喉歌）

　Asian Wings は、2006年北欧ノルウェーでのデビューツアー以来、主に西日本とノルウェーで
活動を続けてきた。国境を越えて集まった多種多様な楽器の音色とおおたか静流の変幻自
在な歌声とが絡みあうステージは、芸術性と大衆性、伝統と革新が絶妙なバランスを保ち、国
内外の聴衆の心に新鮮な感動を届けている。2013年３月には、ノルウェーの著名な現代作曲
家マグナル・オーム氏による作品「Will this moment ever let go?」を数十名の現地アーティスト
と共にオスロ・シティホールで初演し大成功を収めた。そしてこの夏、８月上旬の広島・京都・
東京での公演を経て・・・・・、アジアン・ウィングスがいよいよ北海道にやって来る！

電話・FAX ： 011-884-7129　　　メール ： thro@sings.jp

お電話 ・ FAX ・ メールにて下記（のどうたの会事務局）まで、 お名前 ・ ご連絡先 ・ チケット枚数をお申し
付けください。当日 受付にて「前売り料金」でご精算いただけます。
なお、当日はチケットをお持ちの方からのご入場となりますのであらかじめご了承下さい。
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お近くの郵便局またはゆうちょ銀行にて下記口座に代金をお振込み下さい。 払込取扱票には、 お名前 ・
ご住所・電話番号と、チケット枚数（通信欄）をご明記ください。 ご入金確認後チケットを発送いたします。
なお、 確認 ・ 発送に数日を要しますので、〆切は 8/１5 振込み分までとさせていただきます。

口座番号 ： 02770-7-44737     加入者名 ： のどうたの会

チケット（全席自由）

'89年インド旅行中にインド古典音楽、とりわけ打楽器タブラの豊かな
音色と表現力に魅せられ学び始める。'95年再びインドのカルカッタに
渡り、タブラ演奏家オビジット・ベナルジー氏に師事。現在は関西を拠
点に、ホールや社寺など各地でインド音楽を中心とした演奏活動をし
ている。テレビ・ラジオ出演、海外公演、他ジャンルのＣＤ作品参加も。

ブラジル音楽を母体に、独自の音楽をアグレッシブに表現する造形派
パーカッショニスト。野性の生き物のように鋭敏な跳躍にしなやかな詩
情。人は『神の手』と呼ぶ。オリジナル・パンデイロアンサンブルチーム
「JINGLE GYM (ジングルジム)」主宰など先進的パンデイロ奏者として
活躍中。　http://www.pandeirocker.jp/

ゴビの遊牧民Y.ネルグイの奏法を受け継ぐ馬頭
琴が、喉歌の明滅する倍音と響き合う時、ナイア

ガラとゲルニカで育ったこのモンゴロイドは蓮華
躑躅の夢を見る。2010:金子竜太郎[和太鼓]・狩野
泰一[笛]とアフリカ中東６ヶ国ツアー。2012:井上
鑑プロデュース「連歌・鳥の歌」参加。野花南(w/

たなかたかこ[語り]）、タルバガン(w/等々力政彦[トゥバ音

楽]）、RAUMA(w/あらひろこ[カンテレ])でも活動。

国内第一人者の竹内正実氏に師事。ジャズ、ク
ラシック、ロック、即興演奏など、ジャンルを選ば
ない多彩な演奏活動に取り組む。菊池誠[ギター・

テルミン]とのデュオandmo’（あんども）でも活動。
近鉄文化サロン阿倍野、よみうり堺文化セン
ター他で後進の指導にもあたっている。

※前世紀ロシアで発明された世界最古の電子楽器。 
　アンテナと手の距離で音程と音量を制御して演奏。

Asian Wingsの提唱者であり、ウード・ブズーキ・
三線などを奏でる佐伯雅啓と、声・カオスパッ
ド・ジャンベ・口琴を武器とし快活でゆるぎない
表現に定評がある居森やよ美は、民族の音、
歌と遊びそれらを体内に消化したオリジナルを
追求するユニット「ウパシクマ」としても活動中。
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'88年渡印、カルカッタにてシタールの巨匠故ニキル・べナルジーの直
弟子で演奏家のアミット・ロイ氏に師事。豊かな詩情とワイルドさをあ
わせもった演奏には定評がある。古典の一方では、民族音楽の旋法
や歌いまわしを駆使した楽曲を独自の奏法により発表。様々な演奏家
や舞踊家との共演、テレビ・ラジオ出演、海外での公演など精力的な
活動を展開している。　http://www.minehiko.com

七色の声を駆使し、声のバリエーションを突き進む。スタジ
オワークでは、コマーシャル、映画、テレビ番組、自身のアル
バム等で幅広く活動を続ける。ステージでは、コンサートの
他、アート、絵画、ダンス、文学、映像、芝居等、ありとあらゆ
る異ジャンルとのコラボレーションンに参加している。声の自
由な表現を目指す「声のお絵かき」主宰。声のバリアフリー
と可能性を追求してやまない。ＮＨＫ Ｅテレ「にほんごであそ
ぼ」にて楽曲提供及び歌唱をレギュラーで担当、お茶の間に
斬新な切り口で、懐かしく且つ新しい日本語の風味を届けて
いる。　http://sizzle-ohtaka.com


